
 

 

        

                                                                                                                   
                                                                                                                           

                                                                                                    
                                                                
                                                               
                                                               
                                                               
                                                               
                                                               
                                                               
                                                                
                                                               
                                                               
                                                                
                                                               
                                                                
  
                                                                

                                                               
                                                                     
                                                                   

                                                                        
                                                                        
                                                                    

                                                               
                                                                
                                                                   
                                                                      

                                                               
                                                                      
                                                                      

                                                                   
                                                                           
                                                                      
                                                                   

                                                                    
                                                             

                                                                    
  

給水量の状況(P12)   
・５年間：横ばい 

収支の状況(P12)   
・料金の値下げにより収入は減少 
・市水道への一元化に伴う特別損失の発生 

施設の整備状況(P13)   
・平成２１年度に伊賀水道用水供給事業の給水開始 
・平成２３年度に北中勢水道用水供給事業（第２次拡張） 
 の全部給水開始を予定 

経営にあたっての留意点(P14)  
・地形的な問題や建設時期により、施設整備費が割高、給水原価は高い
状況 
  ⇒更なる費用の削減 
                         

「三重県企業庁第２次中期経営計画（中間案）」の概要 

（平成２３年３月策定予定） 

供給電力量等の状況(P20)   
水力：降雨量が少なかった平成１９年度を除き、横ばい 
ＲＤＦ：平成２０年度以降、市町からのＲＤＦ搬入量が年々減少 

収支の状況(P21)  
水力： 
・平成２１年度まで料金の値下げにより収入は減少 
ＲＤＦ： 
・品質管理・安全対策の経費増 
・処理料金の段階的な引き上げ 

施設の整備状況(P22)   
・平成１６年の災害復旧については、平成２０年度に、 
 全ての発電所が運転を再開 

経営にあたっての留意点(P23) 
水力：民間譲渡に向け、①計画的な設備改修 ②譲渡までに県が実施す
ることとなっている課題を解決 

ＲＤＦ：①安全管理に万全を期する ②民間譲渡後も、引き続き企業庁が
事業を運営するための様々な課題を解決 

給水量の状況(P16) 
・５年間：横ばい ないしは 微減傾向 
・約１１万 日が未売水 

収支の状況(P16) 
・料金の値下げにより収入は減少 
・平成２１年度末で南伊勢工業用水道事業を廃止したことに伴う特別損失の
発生 

施設の整備状況(P17)   
・ユーザーからの新たな需要（４年間で２２件）に合わせ、配水管布設などの対
応 

経営にあたっての留意点(P18)  
・使用水量の減少や施設改良の影響などにより、給水原価は高い状況 
  ⇒①更なる費用の削減 ②未売水の利用促進 
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第３章 経営の状況(P11) 

平成２２年度見込 
・純損失４５億８千万円 
（純利益８億５千万円） 
※（ ）書きは、伊賀水
道事業への一元化に伴
う特別損失を除く。 
・長期債務残高 
 ４８０億２千万円 

平成２２年度見込 
・純利益６億８千万円 

・長期債務残高 
  ２２２億７千万円 

第２次中期経営計画における成果指標 

平成２６年度目標値(P31) （調整中） 

①浄水場等における主要施設の耐震化率 １００％ 
②水管橋の耐震化率 ９８．８％ 
③設備の更新率 １００％ 
④水質基準適合率 １００％ 
⑤給水障害発生件数 ０件 
⑥給水原価 １１１．０円  

平成２６年度目標値(P38) （調整中） 

①浄水場等における主要施設の耐震化率 ８７．７％ 
②水管橋の耐震化率 ９５．９％ 
③管路の更生率 １００％ 
④設備の更新率 １００％       
⑤給水障害発生件数 ０件 
⑥給水原価 ２４．８円        
⑦年間給水量 ２２４百万  
⑧新規・増量契約件数 ５件／年 

平成２６年度目標値 （調整中） 

【水力】(P46) 
①発電施設の耐震化率 １００％ 
②設備の更新率 １００％ 
③水力発電事業譲渡 平成２５年度又は平成２６年度 
④溢水電力量 ６，０００千ｋＷｈ以下 
⑤供給電力量 ２９６，６２３千ｋＷｈ 
⑥供給支障件数 ０件 
⑦発電によるＣＯ２削減量 ２１７千ｔ－ＣＯ２ 
【ＲＤＦ】(P47) 
①ＲＤＦ外部処理委託量 ０ｔ    
②ＲＤＦ１ｔ当りの発電量 １，２９４ｋＷｈ／ｔ 

 

 

平成２２年度見込 
・純損失２億９千万円 

・長期債務残高 
 ３６億１千万円 

・ それぞれの地域の特性に応じた形態により、市町
や民間事業者と協働し、「水源から家庭の蛇口ま
で」の「安全・安心・安定」供給に取り組みます。 

・ 時代の変化に即応した経営改善を推進し、効率的
な事業運営のもとニーズに即したサービスを提供し
ます。 

・ 県内の事業者に対し良質な工業用水を安定的に供給
し、地域の経済・産業の活性化に貢献します。 

・ 時代の変化に即応した経営改善を推進し、企業ニー
ズに応じた効率的な事業運営を行うとともに、新規需
要に迅速・的確に対応します。 

・ 水力発電事業の役割である再生可能な純国産のクリー
ンエネルギーの供給や、地域貢献の取組を将来にわたっ
て持続可能なものとするため、民間事業者への譲渡を円
滑に進めます。 

※  囲いについては、長期経営ビジョンの経営目標  

第２章 第１次中期経営計画の取組成果と課題(P2)

第１章 策定の趣旨(P1) 

平成２３年度以降も引き続き「長期経営ビジョン」における経営目標の達成に向けた具体的な取組が行えるよう、「第２次中期経営
計画（平成２３年度～平成２６年度）」を策定し、今後も効率的で透明性の高い企業経営を持続させます。                 

◎計画的な施設改良の推進(P2)   
・耐震化対策や老朽劣化対策を優先的に実施 
  ⇒引き続き、工事対象を精査したうえで実施 

◎市町・民間事業者・ユーザーと連携した「安全・安定」供給の取組(P2) 
・市と「震災時等における水質検査機器の相互利用に関する協定」を締結
するなど、市町と連携した水質管理の強化を実施 
  ⇒引き続き、市町等と連携した研修・訓練などの取組を実施 

◎技術継承による新たなステージでの技術力向上の取組(P2)   
・業務に沿った専門研修やＯＪＴを実施 
  ⇒引き続き、職員への意識改革や現場力向上の取組を実施 

◎「企業庁のあり方に関する基本的方向」の具体化による経営改善 
 市水道事業への一元化(P3) 
 ・平成２２年４月から伊賀市へ一元化を実施 
 ・平成２３年４月から志摩市へ一元化を予定 
   ⇒一元化後は、県から市に対し職員派遣を実施 

 技術管理業務の包括的な民間委託(P3) 
 ・平成２１年４月から全ての工業用水道の浄水場等において委託を開始 
   ⇒引き続き、委託状況を検証しながら、委託範囲の拡大を実施 

 水力発電事業の民間譲渡(P4) 
 ・譲渡目標時期を平成２５年度又は平成２６年度に延ばすこととし、基
本的な事項について交渉中 
   ⇒計画的な設備改修や、譲渡までに県が実施することとしている

課題の解決 

 ＲＤＦ焼却・発電事業の新たな運営主体への移管(P4) 
 ・水力発電事業の譲渡まで附帯事業として運営 
   ⇒譲渡後も企業庁が引き続き運営する際の課題の整理 
 ・平成２９年度以降のあり方については、一定の方向性を得るよう関係
市町との協議を実施 

◎その他の取組 
 安全・安定運転の取組(P5)  
・ＲＤＦ焼却・発電事業については、桑名広域清掃事業組合と「災害時相
互応援に関する協定書」を締結するなど、災害時の応急対策の強化 
   ⇒引き続き、受託事業者と緊密な連携のもと、一体となった発電

所の管理 

 環境に配慮した事業活動の取組(P6) 
・企業庁地球温暖化率先実行計画・第２次計画に基づき、太陽光発電設備
や小水力発電設備を計画的に整備 

   ⇒県が新たに定める地球温暖化対策実行計画などを踏まえた対応 

 経営基盤の強化(P6) 
 ・平成２１年度に本庁及び北勢水道事務所の組織改正を実施 
⇒企業庁を取り巻く社会環境の変化に的確に対応し、柔軟で効率
的な組織体制を実施 

 ・企業庁独自の参集体制に基づく研修・訓練などを実施 
    ⇒引き続き、危機発生時の迅速な対応がとれるよう取組を実施 
 ・ＩＳＯ９００１を活用した業務の継続的な改善 
   ⇒引き続き、安全・安心な製品を安定供給できるよう取組を実施 
 ・繰上償還等による支払利息の軽減、新規企業債の発行抑制 
   ⇒引き続き、健全経営に努めるよう取組を実施 


